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{平成14年7月7日 制定) 正福寺本堂格子天井絵(町 指定文化財)

10月20日 記念 事 業 日本三 大開 拓地 サ ミッ ト宣言 調 印
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〔元 全 日 本 ソフ トボー ルチ ー ム投 手} 打席に立った長島巨人軍終身名誉監督
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は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

矢
吹

町
史
は

、
二
十
数
年
前

に

「
目

で
見
る
矢
吹
町
史
」

(ビ
ジ

ュ
ア
ル
版

)
と
通
史
編

一
巻

・
資
料
編
三
巻
を
完
成
さ
せ

て
い
ま
し
た
が
、
諸
般

の
事
情

で

「
民
俗
編
」

の
刊
行
が
お
く
れ

て
お
り
ま

し
た
。
こ

の
発
刊
に
よ

っ
て

一
応

の
完
結
と
な
り
ま
す

こ
と
は
、
ま
こ
と

に
、
喜
ば
し
く
思

い
ま

す
。申

す
ま

で
も
な
く
、
文
化
財

の
保
護

・
保
全

・
文
化

の
振
興
は
行
政

の
責
務

で
あ
り
、
文
化
財
を
後
世

に
遺
産
と
し
て
残
す

こ
と
も
ま
た
私
た
ち

の

責
務

で
あ
り
ま
す
。

「
民
俗

編
」

は
そ

の
地
域

に
生
れ
育

っ
た
住
民

の
習
俗
そ

の
も

の

の
集
大
成

で
、
非
常

に
広

い
分
野

に
わ
た

っ
て
の
生
活
を
記
録
し
た
も

の
で
す

。

日
常

の
さ
り
げ
な

い
生
活
、
習
慣
も
私
た
ち

の
先
人
の
労
苦

の
結
晶
で
あ
り
、
心
意

の
反
映

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
も
う

一
度
見
な
お
し

て
み
る
こ

と

は
、
新
し

い
生
活
を
創

っ
て
い
こ
う
と
す
る
私
た
ち

に
と

っ
て
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
変
遷
を
認
知
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
地
域

の
伝
統

・
習
俗
を
理
解
す
る
手

が
か
り
を
得
る
こ
と

が
で
き
る

の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

本
編

の
刊
行

に
あ
た

っ
て
は
、広

い
分
野

に
わ
た

っ
て
の
調
査

・
資
料

・
情
報

の
提
供
な
ど
二
百
余
名

の
町

・
内
外

の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き

、

ま

た
、
専
門
委
員

の
諸
先
生
方

は
じ
め
、
編
纂
委
員

、
調
査
員
、
事
務
担
当

の
方

々
に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
編
が
完
成

し
、

「矢
吹
町
史
全
巻
」
が
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
座
右

に
蔵
書

さ
れ
、
機
会
あ

る
ご
と

に
、
末
永
く
愛
読

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に

存

じ
ま
す
。

平
成
十
七
年
八
月



発

刊

の

こ

と

ば

矢
吹

町
史

編
纂
委

員

長

関

根

直

次

矢
吹
町
教
育
委
員
会
教
育
長

皆
様

の
お
手
元
に

「矢
吹

町
史
第

5
巻

民
俗
編
」
を
お
届
け

で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と

に
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

昭
和

の
大
合
併
に
よ
る
新
矢
吹
町
発
足
二
十
周
年
を
記
念
し

て
矢
吹
町
史
第

1
巻
通
史
編
、
第
2
巻

～
第

4
巻
資
料
編
が
昭
和

五
十
年
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後

は
諸
般

の
事
情
に
よ
り
、
町
史
編
纂
が
再
開
さ
れ
な

い
ま
ま
今
に
至
り
ま
し
た
。
町
民

に
と

っ
て
、
と
り
わ
け
町
史
編
纂
に

携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
関
係
者

に
と

っ
て
、
残
さ
れ
た

「民
俗
編
」

の
発
刊
は
悲
願
と
も
言
え
る
も
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
更

に
四
半
世
紀

が
経
ち
、
今
度
は
平
成
の
町
村
大
合
併
が
取
り
沙
汰

さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に

「
民
俗
編
」
編
纂

の
気
運
が
高
ま

り
、
平
成
十
三
年
度
着
手

に
至
り
ま
し
た
。
矢
吹
町
制
施
行
百
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。
発
刊

の
目
安

は
合
併

の

一
つ
の
区

切
り
と
な

る
四
年
後

の
三
月
と
し
ま
し
た
。

矢
吹

が
町
制
を
敷

い
た
の
が
明
治
三
十
六
年
、
今
か
ら
お
よ
そ
百
年
前

の
こ
と

で
し
た
。
翌
年
に
は
日
露
戦
争
が
勃
発
し
て

い
ま
す
。
そ

の
頃

の
生

活
年
表

に
は

「
天
候
不
順

・
冷
害
」

「大
雨

・
洪
水
損
害
大
」

「
東
北
地
方
大

飢
謹

・
農

民
の
困
窮
深
刻
」

「
こ
の
年
矢
吹
町
平
年
作

の
二
割
」
な
ど
と

い
っ
た
文
字

が
繰
り
返
し
出

て
い
ま
す
。
戦
争

へ
の
不
安
と
天
候
不
順

の
連

続
。
科
学
も
医
学
も
技
術
も
発
達
し

て
い
な
か

っ
た
当
時

の
人
た
ち
は
、

何
に
す

が
り
、
何
に
楽
し
み
を
見
出
し
、
何
に
願

い
を
託

し
た

の
で
し

ょ
う

か
。

そ
れ
ら
を
わ
か
り
易
く
語

っ
て
く
れ
る

の
が
こ
の

「民
俗
編
」
で
あ

り
ま
す
。
先
人

の
尊

い
汗
と
不
屈

の
魂

の
こ
も

っ
た
有
形
無
形

の
文
化
財
を
正
し
く
受
け
止
め
、
そ
れ
を
後
世

に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
務
め

で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
の

「
民
俗
編
」
を
是
非
座
右

に
置

か
れ

る
よ
う
お
勧
め

い
た

し
ま
す
。

最
後

に
な
り
ま
し
た
が
本
誌
刊
行

に
あ
た
り
、
貴
重

な
資
料

の
提
供
を
頂

い
た
多
く

の
方

々
と
、
調
査

に
ご
協
力
頂

い
た
各
地
区

の
調
査
員

の
方
々

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
短
期
間
の
中
で
執
筆

に
あ
た
ら
れ
た
専

門
委
員
長
さ
ん
を
始

め
、
委
員

の
皆
様
に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
直
接
編
纂

に
あ
た
ら
れ
た
編
纂
室

の
各

位
に
深
く
ご
慰
労
を
申
し
上
げ
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
八
月



矢
吹
町
史

「民
俗
編
」
の
発
刊
を
祝
し
て

矢
吹
町
議
会
議
長

根

本

信

雄

矢
吹

町
史

「民
俗
編
」
が
多
く

の
関
係
者
な
ら
び
に
町
民
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
発
刊
さ
れ
る
に
当
り

一
言

お
祝

い
の
言
葉
を
申

し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
、
矢
吹
は
先
人
の
絶

ゆ
る
こ
と

の
な

い
努
力
と
創
意

に
よ

っ
て
拓
き

、
築
き
あ
げ
ら
れ
て
現
在

に

い
た

っ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通

り
で
あ
り
ま
す
。
二
十

一
世
紀

に
入
り
、
社
会

の
変
革
は
更

に
速
度
を

増
し
つ
つ
変
貌
を
遂
げ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
悠
久

で
あ
り
、

先
人

の
遺
産
を
土
台
と

し
て
生
活

し
て

い
る
こ
と
は
自
明

で
あ
り
ま
す
。
そ

の
地
域
に
は
、
そ

の
地
域
特
有

の
民
俗
と
伝
統
を
保
有
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
近
年
忘
れ
か
け

て
い
る
部
分
、
失
わ
れ

て
い
く
部
分
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
今
、
知
り
得
る
こ
と
を

記
録

に
と
ど

め
お
く
意
義

は
大
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

待
望
久

し
か

っ
た
町
史

「
民
俗
編
」

が
上
梓
さ
れ
矢
吹
町
の
民
俗
文
化
財
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
た

こ
と
は
、
後
世

へ
の
遺
産
と
し
て
、
誠

に
貴
重

で

あ
り
、
喜
ば

し

い
限
り

で
あ
り
ま
す
。

「
民
俗
編
」
が
、
既
刊

の

「
歴
史
編
」
と
共

に
、
矢
吹
を
よ
り
深
く
知
り
、
み

つ
め
直
す
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
未
来

へ
の
指
標
に
な
る
も

の
と

確
信

い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に
、
本
編

の
編
纂
、
発
刊
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表

し
、
町
づ
く
り

の
前
進
を
祈
念

し
て
お

祝

い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
八
月
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三
節

寺

院

・
仏

堂

と

ほ
と

け

へ
の
信

仰

607

 

一

矢

吹
町
の
寺
院
と
仏
堂

607

 

二

寺
史

・
寺
内
状
況

・
行
事

613

 

三

矢
吹
町
の
仏
堂

646

 

第

四
節

い
の
り

・
は

ら

い
の
諸
相

653

 

一

子
安

(講
)
と
観
音

・
地
蔵
信
仰

653

 

二

念
仏
と
光
明
真
言
信
仰

654

 

三

馬
頭
観
音
信
仰

657

 

四

古
峯

原

(神
社
)

(信
仰
)

661

 

五

三
峯
山

(神
社
)

(信
仰
)

662

 

六

石
尊

(阿
夫
利
神
社
)
信
仰

663

 

七

湯
殿
山
信
仰

665



八

飯
豊
山
信
仰

666

 

九

三
十
三
観
音
順
礼
お
よ
び
廻
国

667

 

一
〇

庚
申
様

671

 

一
一

十
九
夜
様

673

 

一
二

二
十
三
夜
様

676

 

一
三

十
七
夜
と
二
十
二
夜

677

 

一
四

い
ぼ
神

678

 

一
五

原
宿
の
熊
野
講

678

 

一
六

わ
か

さ
ま

の
神
託

・
口
寄

せ
聞
き

680

 

第
五
節

矢
吹
町
の
講

683

 

第
六
節

俗

信

686

 

第
八
章

民
俗
芸
能

691

 

第

一
節

概

説

692

 

一

民
俗
芸

能
と
は

692

 

二

矢
吹
町
の
民
俗
芸
能

693

 

第
二
節

三
城
目
の
獅
子
舞
と
平
鍬
踊
り

695

 

一

三
城
目
の
獅
子
舞

696

 

二

三
城
目
の
平
鍬
踊
り

700



第
三
節

明
新
の
獅
子
舞

706

 

第
四
節

念
仏
踊
り
と
太
鼓

712

 

一

大
和
久

の
天
道
念

仏
踊
り

713

 

二

根
宿
の
天
王
祭
太
鼓

7l6

 

三

原
宿
の
二
十
三
夜
講
念
仏
太
鼓

718

 

四

田
内
の
天
王
祭
太
鼓

720

 

五

三
城
目

の
歌
念
仏

踊
り

721

 

六

松
倉
の
相
撲
太
鼓

722

 

第
五
節

祭
り
囃
子
と
祝
福
芸

722

 

一

矢
吹

の
祭
り
囃
子

722

 

二

中
畑
の
会
津
万
歳

725

 

三

神

田
の
田
う
な

い
踊
り

・
相
撲
踊
り

733

 

第
六
節

盆
踊
り
と
民
謡

734

 

一

盆
踊
り

と
盆
唄

734

 

二

根
宿

の
ご
ん
た
ん
踊
り

737

 

三

そ
の
他
の
民
謡

740

 

第
九
章

遊
び
と
方
言

747

 

第

一
節

子
ど
も
た
ち
の
遊
び

748



一

屋
外

で

の
遊
び

749

 

二

屋
内
で
の
遊
び

755

 

三

学

校
で

の
子
ど
も
た
ち

758

 

第

二
節

「
こ
と
ば

」

の
文

化

763

 

一

ふ
る
さ
と

の
昔
話

763

 

二

ふ
る
さ
と

の
こ
と
ば

787

 

お
わ
り

の
章

矢
吹

の
民
俗

―

『矢
吹

町
史
』
民
俗
編

の
ま
と

め
に
か
え

て
―

823

 

は

じ
め
に

824

 

第

一
節

民
俗

と

は
な

に
か

824

 

第
二
節

矢
吹
町
の
民
俗

830

 

一

衣

食

住

831

 

二

生
業
と
生
産

834

 

三

交
通

・
運
輸

・
通
信

・
交
易

837

 

四

ム

ラ

・
マ

チ

・
イ

エ
―

社

会

生

活

―

838

 

五

人

の

一
生

841

 

六

一
年

の
生
活
―
矢

吹
町

の
年
中
行
事
―

845

 

七

い

の
り

・
ま

つ
る

847

 

八

民
俗
芸
能

851



九

遊
び
と
方
言

852

 

お
わ
り

に

857

 

索

引

関
係
者

一
覧

後

記

別
冊
Ⅰ

矢
吹
町
史
民
俗
編
資
料
集

別
冊
Ⅱ

矢
吹
町
せ

い
か

つ
年
表



凡

例

 

●
二

・

三五 四

 

・

⊥
ハ十 九 八 七

●

 

十

一

本
編
は

『
矢
吹
町
史
』
第

5
巻

「民
俗
編
」
で
あ
る
。
『矢
吹

町
史
』
第

-
巻

(通
史
編
)
第

2
巻

(資
料
編
1
)
第
3
巻

(資
料
編

H
)
第

4
巻

(資
料
編

皿
)
は
昭
和
五
十

二
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年

に
発
刊
さ
れ
た
。

本
編
は
、
文
化
財
保
護
法
第

二
条

に
よ
る

「
民
俗
文
化
財
」

の
各
分
野
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
て

い
る
。

本
編
の
内
容

は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
ま

で
の
三
年
間

に
わ
た
る
民
俗

調
査
票

に
よ

る
調
査
、
調
査
員

の
情
報
提
供

・
調
査
、

協
力
者

の
情
報
提
供
、
専

門
委

員

の
分
野
ご
と

の
聞
き
と

り
調
査
、
現
地
調
査
、
文
献

調
査
、
編
纂
室
所
有

の
記
録

、
文

書
、
調
査
資
料
、

既
刊

『矢
吹
町
史
』
を
活
用
し
て
ま
と
め
た
。

本
編
は
、
本
文
及
び
資
料
編

(
別
冊
)
、
年
表

(別
冊
)
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。

用
字

・
用
語
は
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
つ
か

い
を
原
則
と
し
、
文
章
表
現
は
平
易

に

つ
と
め
た
が
、
引
用
文
、
民
俗
的
表
現

や
歴
史
的
用
語

に

つ
い
て
は
原
則

に
よ
ら
な

い
場
合

が
あ
る
。

引
用
資
料

に
つ
い
て
は
出
典
名
を
付
し
、
原
文

に
し
た
が

っ
た
が
適
当
と
認
め
た
場
合
は

一
部
誤
字

や
か
な
つ
か

い
、
漢
字
を
変
え
た
も

の

も
あ
る
。
引
用
資
料
は
文
字
の
号
級
を
変
え
た
。

本
文
中
の
敬
称
は
原
則
と
し
て
省
略

し
た
が
、
文
中

の
流
れ
に
よ
り
例
外
も
あ
る
。

写
真
は
町
史
編
纂
室
保
管

・
撮
影
と
協
力
者

に
よ
る
も
の
で
、
提
供
者
が
明
確
な
場
合

は
記
名
し
た
。

図
表
は
執
筆
者
が
作
成
し
出
典
を
明
示
し
た
。

本
編

の
執
筆

・
編
集

に
あ
た
り
町
内
外

の
多

く

の
方

々
や
関
係
機
関
に
ご
協
力

い
た
だ

い
た
。
関
係
者
名
と
と
も

に
巻
末

に
記

し
て
謝
意
を

表
し
た
。

本
編

の
執
筆
者
は
、
巻
末
に
掲
示
し
た
。
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